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る。「さよならを しても また あう やくそく













































































































































































































































































































































































































































だちが いのちのちから いきるささえと なった
のです。」と述べられている。最終ページで「キツ










































は「さよならを しても また あう やくそく
が ぼくを げんきに した。」と成長を見せると
ころが最も印象に残る。別離に際し，約束が心理的
に一定の力を持つには，思考力と情緒の統制力が求
められる。それはこの絵本で描かれているとおり，
周囲特に親の支持と友人との出会いと別れの素直な
体験で主に育まれると思われる。
人以外が対象となった喪失を描いた絵本は6編で
ある。その中で5編が死を伴う物語であり，死を伴
わない別離の物語は1編のみである。
『さよなら またね』は子どもの熊の，死去を伴
わない別離の物語である。互いに別れたくないのに
別れなければない事態に直面し，これにどう対応し
ていくかを描いている。こうした事態に戸惑いや不
安を抱えながら自力で解決法を見出していく子ども
の姿が描かれている。「そうだ，てがみを かこう」
と思い立つ。思い立つまでは毛布のような布切れを
抱えながら転げまわる様子が描かれている。こうし
て子どもは対象喪失を通して主体性を育んでいくと
思われる。
死去を伴う喪失を扱う5編のうちの2編が，ペッ
トの犬との別れである。『ずーっとずっとだいすき
だよ』は，心豊かな子どもの対象喪失体験を描いて
いると感じられた。この子どものように犬と出会い，
犬と関わり，犬と別れることができれば，豊かな時
間を体験できると思われた。その中でもやはり対象，
この場合は犬を愛することが鍵になっている。すな
わち，対象を愛したこと，その自覚が喪失対象との
別れを可能にするということである。『さよなら
を いえるまで』は，突然の別れがテーマとなって
いる。突然の永遠の別れに子どもの心はどう応じる
のか，この動きに周囲の大人はどう対応すべきかが
描かれている。現実界での突然の別れをそのまま受
け入れることは難しい。一度遺された者の心の中で
喪失対象を蘇らせないといけない。一旦蘇らせた対
象が消えていく過程に自らが参与する体験が必要で
ある。そうしてこそ別れが可能であることをこの絵
本は教えてくれる。まさに，さよならを言えるまで
には，この心理過程が必要なのである。周囲の大人
は子どもの心の営みの必要に共感し寄り添うことが
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求められる。
残り3編の中で，1編は個別の別れを描き，2編
はひとりの死と遺された大勢のものの体験を描いて
いる。『くまとやまねこ』では，他の対象喪失を扱っ
た絵本にはない，「音楽」の果たす役割を考えさせ
る一編である。やまねこは「いっかいえんそうさせ
てくれよ。きみとことりのために」とくまに申し出
る。この音楽を契機にくまは失くしたことりの全て
を思い出すのである。さらに亡くなった者の全てを
思い出すことが，別れを可能にしてくれることをこ
の物語は伝えている。最後の2編はひとり対多の関
係で描かれる対象喪失である。『わすれられないお
くりもの』では，別れを可能にする，遺された者の
心の営みの典型を示してくれている。亡くなってい
くアナグマは残された動物たちにとってかけがえの
ない重要な存在である。遺された動物たちはアナグ
マにいかに大切にされて，愛されていたのかを感慨
をもって想起する。そのことが喪失の苦悩をやわら
げ，別れを可能にしていく物語である。『いのちの
き』は遺された動物たちが，亡くなったキツネのこ
とを語り合うことで，亡くなったキツネが心の中で
蘇り，キツネの象徴が生まれ，キツネとの別れを受
け入れていく物語である。さらにこの象徴の木は，
残された動物たちを幸せにしていくことが描かれて
いる。大切な存在のとの別れに際して「語り合うこ
と」がいかに大切かを改めて感じさせる一編である。
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